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CORONA，1978 年の LANDSAT，1991 年の SPIN-2，2000 年の IKONOS による衛星画像をもとに，リモー
トセンシング（RS，教師付分類と教師なし分類）の技法を援用して土地利用パターンを地図化し，その変






























みた意欲的な研究である。RS と GIS を組み合わせて衛星画像を解析するとともに，空間的メトリックの指
標を活用して変化の程度を探索するという本論文のアプローチは斬新である。さらに，RS や GIS では把握
が困難な，都市化のドライビングフォースについては，フィールドワークや有識者へのインタビュー調査に
よって実証的な考察を進めることにより，従来の研究には見られない新しい知見を得ている。カトマンズバ
レーのような空間データの少ない地域では，AHP 法が要因分析のきわめて有効な手法であることも確認さ
れ，本論文のオリジナリティを高めている。本研究の成果は，土地利用予測や将来計画の策定を行う行政担
当者やプラナーにも貴重な情報をもたらすであろう。また，この研究で用いられた方法論は，過去にさかの
ぼって統計資料や地図データが得にくい発展途上世界における大都市圏研究を推進するにあたってきわめて
有効な手段になり得る。
以上のことから，この研究は学位論文として十分な価値があると認められる。
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
